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昭和３４年の評議員会で、役員全員が重任に

なったと報告されている。また、下の記事は総

会開催通知で、場所は「江の島へるすせんたー」

となっている。 

 
昭和３４年の卒業状況は、4 年課程 263 名、

2 年課程 6 名となっている。教職に就いたもの

は、66% となっている。（2 年課程の卒業生が少

ないのは 4 年課程に編入したものと思われる） 
母校 (学芸学部) の状況をみると、既に 2 年

課程は無くなっている。 

評議委員会は、学芸学部会議室で開催され、予算決

算承認、役員改選等が行われている。役員は、前述の

ように全員重任となっている。 
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